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おじいちやんの料理

　小雨模様の2月20目、室野克雪センターでは

『男性料理教室』が開かれました。守るべきは地

域の伝統料理。テキスト見る目も真剣です。食

文化の相続人はいつの時代も老若男女を問いま

せん。あなたもいつか挑戦してみませんか。
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克雪住宅普及推進事業…………②③

十日町情報館（仮称）…………④⑤
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雪ほりボランティア・機構改革…⑦

東京発・文芸……………………⑧⑨

お知らせ……………・…・………・⑩0

　　　（この広報は再生紙を使用しています）



　　　　　

日まで！日～10月1申込・受付は4月1

工事着手の前に必ず手続きを！

　
松
代
町
克
雪
住
宅

　
　
　
　
普
及
促
進
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
克
雪
住
宅
の
建
設

を
行
う
人
に
対
し
、
建
設
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ

り
、
雪
降
ろ
し
に
伴
う
住
民
の
負
担
、

危
険
等
の
軽
減
を
図
り
、
あ
わ
せ
て

冬
期
の
居
住
環
境
の
改
善
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
五
年
度

よ
り
事
業
が
行
わ
れ
、
平
成
九
年
度

ま
で
に
二
百
六
十
六
件
の
方
々
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
当
町
で
は
、
県
に
平
成
十
年
度
の

補
助
枠
を
五
十
件
を
め
ど
に
お
願
い

す
る
予
定
で
す
が
、
こ
の
事
業
に
対

す
る
人
気
は
高
く
申
込
者
が
急
増
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
必
ず
、

事
前
に
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
所
定
の
手
続
き
に
よ
ら
な

い
事
後
申
請
に
つ
い
て
は
、
補
助
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

充
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者

　
自
ら
居
住
ま
た
は
所
有
す
る
克
雪

住
宅
（
併
用
住
宅
に
あ
っ
て
は
、
延

べ
面
積
の
％
以
上
を
居
住
の
用
に
供

す
る
も
の
）
を
町
内
に
新
築
、
増
改

築
、
改
良
及
び
購
入
す
る
も
の
で
、

現
に
松
代
町
に
居
住
す
る
人
、
ま
た

は
当
該
住
宅
に
居
住
が
確
定
し
て
い

る
人
で
町
民
税
等
の
滞
納
が
な
い
人
。

補
助
金
及
び

　
　
補
助
対
象
工
事
費

　
補
助
対
象
工
事
費
欄
に
掲
げ
る
も

の
で
、
そ
の
上
限
を
二
五
〇
万
円
と

し
ま
す
。
補
助
金
の
額
は
、
実
際
に

か
か
っ
た
補
助
対
象
工
事
費
、
ま
た

は
別
に
定
め
る
基
準
単
価
に
よ
り
算

出
す
る
基
準
工
事
費
の
う
ち
、
低
額

の
工
事
費
に
○
・
一
七
六
を
乗
じ
た

額
（
こ
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
時
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。
）

と
し
、
四
十
四
万
円
を
限
度
と
し
ま

す
。

《
U
O

／
●

●
●

●

　■
●

● 0

＼

　●
●　　　　　　●

■

o

●　　　●

　●　　●

●　　●

●
●

●　　　●　　●

●　　　●

●

● ●

《
落
雪
式
》

　
一
般
住
宅
（
カ
ラ
ー
鉄
板
）
と
、

落
雪
式
住
宅
（
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
、

フ
ッ
素
樹
脂
鋼
板
等
の
滑
雪
能
力
の

あ
る
金
属
板
）
と
の
屋
根
工
事
費
の

差
額
．《

融
雪
式
》

　
屋
根
融
雪
施
設
（
構
造
）
に
要
す

る
全
体
工
事
費
．

《
耐
雪
式
》

　
一
般
住
宅
と
耐
雪
住
宅
と
の
建
築

工
事
費
の
差
額
．

《
落
雪
、
高
床
式
》

　
落
雪
式
の
対
象
工
事
費
と
、
一
般

住
宅
と
高
床
式
住
宅
と
の
基
礎
工
事

費
の
差
額
の
合
計
。

か

～
　
，
　
N

～
・
　
　
）

　
　
　
～
．

　
、

　
、
、
　
．

電熱、温風、

温水、ヒート
パイプにより

加熱

0
0
　
　
0

、
融雪式

耐雪式

o翼
隣
地
境
界

　
“
・
↓

●
　
　
り

〃

　●
　■　●
』

仔
　
　
｝
Ψ
　
　
．
．
・

自然落雪式

申
し
込
み
に

　
　
必
要
な
書
類

●
補
助
金
申
込
書

　
新
築
・
増
築
・
改
築
の
場
合
は
、

建
築
確
認
通
知
書
・
建
築
工
事
届
の

写
し
又
は
住
宅
金
融
公
庫
申
込
結
果

の
写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
改
良
の
場
合
は
、
建
物
の
登
記
簿

謄
本
又
は
固
定
資
産
税
証
明
書
。

　
ま
た
、
克
雪
住
宅
化
に
必
要
な
工

事
費
内
訳
書
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
補
助
金
交
付
申
請
書

　
　
　
　
　
　
兼
実
績
報
告
書

　
完
成
写
真
や
工
事
中
の
写
真
の
他

に
、
工
事
計
画
図
に
基
づ
き
適
正
に

施
行
し
た
工
事
請
負
者
の
証
明
、
工

事
契
約
書
の
写
し
、
克
雪
住
宅
化
に

要
し
た
工
事
費
内
訳
書
、
請
求
書
及

び
領
収
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
建
設
課
住
宅
係

（
智
七
ー
二
二
二
〇
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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松
代
町
克
雪
住
宅
づ
く
り

　
　
　
資
金
貸
付
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
住
み
よ
い

町
を
築
く
た
め
町
内
に
自
分

が
住
む
た
め
の
克
雪
住
宅
を

建
築
、
改
良
す
る
人
に
対
し

そ
の
資
金
の
一
部
を
貸
し
付

け
る
こ
と
に
よ
り
克
雪
住
宅

の
普
及
を
図
り
、
効
率
的
な

雪
処
理
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

囹
貸
付
対
象
者

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
、
又
は

　
克
雪
住
宅
建
築
後
、
そ
の
住
宅
に
居

　
住
す
る
見
込
み
の
人

②
貸
付
金
の
償
還
能
力
を
有
す
る
人

③
町
税
等
を
完
納
し
て
い
る
人

④
そ
の
他
、
取
扱
金
融
機
関
の
定
め

　
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
人

町

長

』……ケ①資金貸付基準認定証交付申請…・……レ

…一一②金貸付基準認定証←・…・一一…・……一

…・…ヴ⑥工事完了届……………一…・…………・…》

　　　　　　　　　　　　　　　（完了確認）

一…一⑦完了確認書く一一……一・一…一一一

O
－
O
I
盤
1
0
0
1
量
ー
O
O
1
0
0
1
1
8
8
0
0
1
8
J

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

o
o
o
l
l
I
o
9
2
量
l
I
o
I
o
I
J

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一一…レ⑩貸付報告

φ⑤貸付決定報告一一

唇
o
o
g
o
I
o
I
唇
l
I
一
8
1
0
8
8
1
」

I
l
I
I
I
I
書
I
o
o
書
I
I
薩
』

1
ー
聖
ー
o
o
g
o
I
o
1
6
1
1
－
I
o
g
I
I
I
I
o
o
o
o
・
一

6
0
1
a
I
　
o
1
9
0
1
0
　
9
0
0
0
9
　
1
1
9
0
－
9
・
』

i　i　L一⑨貸付開始〈・……
：：

1一〉⑧完了確認書提出
：
一一④付決定通知く…・…

一レ③貸付申し込み・……

　　（貸付基準認定書添付）

囹
貸
付
対
象

　
克
雪
住
宅
の
種
類

《
融
雪
式
》

　
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電
気
、
ガ
ス
、

灯
油
）
等
に
よ
り
屋
根
融
雪
で
き
る

施
設
の
設
置
、
又
は
融
雪
構
造
の
住

宅
の
新
築
、
増
築
、
改
築
及
び
改
良
。

《
落
雪
式
》

　
屋
根
雪
を
人
力
に
よ
ら
ず
に
落
下

さ
せ
る
屋
根
構
造
又
は
強
制
落
雪
装

置
を
有
し
、
か
つ
敷
地
内
で
雪
処
理

で
き
る
住
宅
の
新
築
、
増
築
、
改
築

及
び
改
良
。
「
人
力
に
よ
ら
ず
に
落
下

さ
せ
る
屋
根
構
造
」
と
は
、
屋
根
勾

配
が
2
5
度
以
上
で
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
、

フ
ッ
素
樹
脂
鋼
板
等
の
屋
根
材
を
使

用
し
た
も
の
。
た
だ
し
、
特
に
滑
雪

能
力
の
あ
る
屋
根
葺
き
材
を
使
用
す

る
場
合
の
屋
根
勾
配
は
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
敷
地
内
で
雪
処
理

で
き
る
」
と
は
、
隣
地
若
し
く
は
道

路
ま
で
の
落
雪
堆
積
距
離
等
が
確
保

で
き
る
敷
地
の
こ
と
で
す
。

《
高
床
式
》

　
原
則
と
し
て
基
礎
を
一
体
の
基
礎

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
と
し
、

礎
の
地
盤
面
上
の
高
さ
を
一

以
上
と
し
た
住
宅
の
新
築
、

び
改
築
．

《
耐
雪
式
》

当
該
基

・
五
m

増
築
及

三
㌶
積
雪
荷
重
に
対
し
て
も
安
全

　
　
．
、
．
．
克
雪
共
同
車
庫

　
　
　
サ

　
　
　
認
☆
　
』
『
建
設
補
助
事
業

毒
、
婁
ほ
、
斎
附
に
お
げ
る
，
圏
甥
金
の
額
鱗

、
雛
韓
舞
聾
纏
．
囹
申
込
方
法
撃

　
　
　
端

　
■
1道

路
交
通
を
確
保
し
町
民
の
定
住
を

鵜
進
す
る
だ
め
、
，
除
雪
路
線
に
お
い
－
　
　
」
台
に
つ
き
二
＋
万
円
を
根
渡
と

．
、
で
、
暑
世
帯
以
蘂
で
、
三
台
以
上
格
　
　
し
、
’
そ
れ
以
内
の
額
と
し
ま
す
．

．
墾
ぎ
量
（
同
農
蓬
撃
國
対
警
馨

る
場
合
僑
そ
の
嶺
用
の
↓
部
を
助
成

憾
響
簗
　
　
寛
雪
蕎
車
悪
夢
、

短
蕩
謝
馨
轡
・
驚
論
纈
糠
難
驚
響

①
町
税
を
完
納
む
楼
い
難
も
の
、
．
p
　
　
』
奪
姦
り
ま
奪
。
冷
越
冬
用
の
仮
設
は
対
、

『
癖
馨
生
導
る
薩
母
窪
豫
慧
喋
戴
）

で
あ
る
こ
と
が
構
造
計
算
等
に
よ
り

確
認
で
き
、
か
つ
雪
屍
対
策
を
講
じ

た
住
宅
の
新
築
、
増
築
及
び
改
築
。

囹
貸
付
限
度
額

　
貸
付
対
象
工
事
費
の
八
十
％
以
内

で
、
五
十
万
円
以
上
三
百
万
円
以
内

た
だ
し
、
貸
付
額
は
十
万
円
単
位
。

囹
貸
付
利
率

　
年
利
　
三
・
三
％
（
固
定
）

囹
償
還
期
間

　
＋
年
以
内

囹
そ
の
他

　
金
融
機
関
に
よ
っ
て
、
保
証
人
、

担
保
を
つ
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

囹
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
役
場
建
設
課
　
暦
七
－
二
二
二
〇

　
／
臨
・
警
．
　
　
　
…
一
㎜

！
－
瀬
搾
・

．
．
舗
講
澱

騒繋繍　、　，．國
舞千年地区の共同車庫『

　
、
農
地
転
用
、
善
肝
許
釘
浴
灘
藻
確
、

．
嘩
馨
標
法
令
眉
望
肇
．
、

．
ぜ
零
つ
翼
噂
、
事
礫
開
始
↓
二
七
母
前
“

ま
で
に
交
付
申
請
が
必
要
癒
ず
。
辞
『

諺
く
績
雌
設
業
誇
鰻
塗

わ
せ
《
だ
さ
い
。
豊
七
湛
二
一
ヨ
、
」
Q
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図書館・情報受発信機能を備え

広
域
圏
の
拠
点
施
設
に
1

開業を目指します

（仮称）
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ナ
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十
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目
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十
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O
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O

図

　
　
h
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．
園
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昇
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．
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3
層
目

／
』
2
層
目
」

　
　
　
　
甲
『
一

図
＋
圏　　議

　
　
渠

　
　
マ
　
　
伊

　
　
十

コ
0

＼

、
書
、

、
，
読

騒

・
　
ス

ド
　
『べ

　
．

ー
　
ス
架
開
ー

、
般

，
　
一
．

1
階
／

区
　
＼

　
け
　
抜
　
吹

／
／

ス
閣
｝

－
ぺ

一
ス

唱
架
開

，
般

／
『
／

，
一

1

／

十
1

■
十
一

．
十
汀

　
十

2階平面図
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十
事務室

　　　　　　コ
　　　　　　ン
　　　　　　ピ整理作業室　　ユ

　　　　　　i
　　　　　　タ

倉庫

i鱒： 軽
巽

席

視噛 ホール

ス
テ
［
ジ

機器室

室一
古糞書鱒

　　　　　撃

一般開架スペース

　　　　警備室

ボランティア室

便所
倉庫 控室

集会室

ホール

騒
集会室

轟 図　　図
団体室

準備室
楓除室 モとトランスホ｝ル

サービスカ：ウンター

集会室 パソコン研修室 視聴覚研修室

調整室

1

児翻架スベー界
『耳r　．子ゆペース

　　1＼！・
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スタジオ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　一

1階平面図

　
十
日
町
情
報
館
（
仮
称
）
は
、
十

日
町
市
が
行
う
西
本
町
地
区
の
土
地

区
画
整
理
事
業
と
一
体
的
に
建
設
さ

れ
る
も
の
で
、
同
市
総
合
体
育
館
の

北
側
約
一
三
、
○
○
○
平
方
材
の
敷

地
に
で
き
る
地
上
二
階
建
、
延
べ
約

四
、
五
〇
〇
平
方
材
も
の
大
き
な
施

設
で
す
。
建
設
は
す
で
に
始
ま
り
、

本
体
工
事
は
平
成
十
年
度
に
完
成
、

資
料
整
理
や
研
修
な
ど
を
経
て
十
一

年
秋
の
開
館
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
情
報
館
に
は
「
十
日
町
地
域

広
域
市
町
村
圏
」
（
十
日
町
市
・
川
西

町
・
中
里
村
・
津
南
町
・
松
代
町
・

松
之
山
町
で
構
成
）
も
建
設
に
参
加

し
、
十
一
年
秋
の
完
成
後
は
、
誰
で

も
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

　
　
■
新
し
い
形
の
図
書
館

　
情
報
館
は
、
図
書
館
を
中
核
と
し

て
広
域
的
な
人
の
交
流
、
情
報
の
受

発
信
な
ど
の
働
き
を
つ
け
加
え
た
、

誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
「
新
し

い
形
の
図
書
館
」
で
す
。

　
図
書
館
、
地
域
資
料
の
提
供
、
視

聴
覚
セ
ン
タ
ー
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
、

ま
す
。

　
次
に
こ
の
情
報
館
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

交
流
広
場
な
ど
五
つ
の
機
能
を
持
っ

た
施
設
（
次
ぺ
ー
ジ
の
表
を
参
照
）

で
、
そ
の
機
能
は
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ

バ
ラ
で
な
く
利
用
者
の
立
場
に
立
ち

な
が
ら
、
総
合
的
に
働
く
よ
う
運
営

し
ま
す
。
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■
広
域
で
利
用
で
き
ま
す

①
個
人
に
よ
る
直
接
利
用

　
圏
域
内
の
利
用
者
は
、
来
館
の
う

え
等
し
く
利
用
で
き
ま
す
。
で
き
る

だ
け
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
土
・
日
曜
日
、

夜
間
も
開
館
し
ま
す
。
た
だ
し
、
視

聴
覚
セ
ン
タ
ー
の
視
聴
覚
研
修
室
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
修
室
は
当
分
の
間

団
体
研
修
を
主
体
に
考
え
て
い
ま
す
。

●情報館の機能

図　　書　　館 一般図書、児童図書、参考図書、音声映像資料、新聞、雑誌

地域資料の提供 広域圏関係資料、市史編さん資料

視聴覚センター

視聴覚ライブラリーの移転、充実（視聴覚教育の研究、教材作成）

視聴覚ホール（固定席95人、小ステージ付き）、視聴覚研修室、

コンピュータ研修室、編集室、小スタジオ

情報サービス

情報館の持つ資料、情報のコンピュータ・データベース化

図書、地域資料、地域情報（観光、イベント、文化財、学習など）

コンピュータ・ネットワークによる情報館内外の情報の提供

国立国会図書館、県立図書館、県生涯学習推進センターなど

インターネットの活用等による情報の受発信

交流ひろぱ 喫茶コーナー、多目的コーナー、集会室、団体室、ボランティア室 　
情
報
館
に
は
、
普
通
の
図
書
と
地

域
資
料
な
ど
を
合
わ
せ
て
八
万
点
が

用
意
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
音
声

映
像
の
資
料
を
一
万
点
、
新
聞
・
雑

誌
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
新
聞
三
十
五
紙

雑
誌
三
百
冊
が
自
由
に
ゆ
っ
た
り
と

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
音
声
映
像
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
や
C
D
、
ビ
デ
オ
や
L
D

が
気
楽
に
楽
し
め
ま
す
。

　
　
　
②
広
域
的
な

　
　
　
　
中
核
図
書
館
機
能

　
　
　
　
情
報
館
は
、
圏
域
初
の
図

　
　
　
書
館
法
に
基
づ
く
図
書
館
と

　
　
　
し
て
、
圏
域
の
図
書
館
ネ
ッ

　
　
　
ト
ワ
ー
ク
の
要
の
役
割
を
果

　
　
　
た
し
ま
す
。
国
立
国
会
図
書

　
　
館
や
県
立
図
書
館
と
の
橋
渡

　
　
　
し
や
、
目
録
デ
ー
タ
の
作
成
、

　
　
　
資
料
の
相
互
賃
貸
、
調
査
の

　
　
支
援
な
ど
に
活
用
で
き
ま
す
。

　
　
　
開
架
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
に

　
　
も
、
開
架
書
庫
に
六
万
点
、

　
　
古
文
書
庫
で
は
五
万
点
分
の

　
　
図
書
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

　
　
あ
ら
ゆ
る
調
査
の
支
援
な
ど

　
　
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

　
　
希
望
す
れ
ば
、
公
民
館
図
書

　
　
室
図
書
の
共
同
選
書
、
共
同

　
　
購
入
も
お
手
伝
い
で
き
る
予

　
　
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

　
視
聴
覚
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に

伴
っ
て
、
学
校
教
材
だ
け
で
な
く
、

個
人
の
興
味
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う

な
資
料
も
収
集
・
提
供
し
ま
す
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
研
修
に
加
え
て
、
新
し

い
機
器
に
よ
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研

修
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

④
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る

　
地
域
情
報
の
受
発
信

　
情
報
館
の
図
書
や
地
域
資
料
、
音

声
映
像
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に

冬
の

　
　
二
月
十
八
日
、
㈱
室
野
建
設
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
の
事
務
所
に
朝
顔
が
咲
き
ま
し
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
さ
く
ら
草
の
鉢
に
種
が
落
ち
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
日
照
時
間
が
延
び
た
の
を
知
っ
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
（
写
真
提
供
　
草
村
康
夫
さ
ん
）
　
…

蟷
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

■0■騨■■■一■騙一■■OOO■■■一■巳●■一1一一〇鳴■■■■一■ロロ

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

ロ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

■

難

よ
り
求
め
る
資
料
を
簡
単
に
探
し
た

り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
す
る
こ
と
で
圏
域
内
の
公
民
館

や
小
中
学
校
か
ら
も
情
報
館
の
資
料

を
探
し
た
り
、
地
域
や
学
校
の
情
報

を
相
互
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で

各
家
庭
や
個
人
か
ら
情
報
館
の
情
報

が
利
用
で
き
る
と
と
も
に
、
集
め
ら

れ
た
情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
世
界
に
も
発
信
で
き
ま
す
。

⑤
交
流
ひ
ろ
ば

　
こ
の
圏
域
に
は
、
無
料
で
時
間
を
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■

0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ
　
　
ド　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ

㎜
お
こ
そ
か
に
初
釜
　
　
㎜

■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

じ

”
　
　
　
二
月
十
五
日
茶
道
教
室
　
…

ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
　
　
　
　
　
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）
　
…

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

’
8
9
■
o
巳
■
ロ
o
■
o
陰
■
■
・
巳
■
■
8
0
驕
■
1
■
］
■
o
■
■
■
層
■
■
■
・
■
－
■
1
■
o
～

つ
ぶ
せ
る
場
や
、
雨
や
雪
の
日
に
時

間
を
つ
ぶ
せ
る
場
所
と
し
て
は
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
く
ら
い
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
が
青
少
年
健
全

育
成
上
の
課
題
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
情
報
館
は
、
本
を
選
ん
で
す
ぐ
帰

る
と
い
う
施
設
で
な
く
、
あ
る
程
度

長
い
時
間
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
場
所

を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
聞

雑
誌
、
音
声
映
像
資
料
、
喫
茶
、
屋

外
読
書
の
各
コ
ー
ナ
ー
や
、
芝
生
広

場
な
ど
居
心
地
の
良
い
座
席
や
空
間

が
用
意
さ
れ
ま
す
。

蕪
懸
蝶
議
饗
緒
、
簗
『

　
　
議
驚
灘
難
　
．
』
餐
彌
麟
幾

　
瀧
繊
構
欝
難
　
義
馨
懇

　
．
難
繊
茎
穣
難
．
舞
藩

　
・
“
“
謹
懲
・
辮
灘
．
鷺
濃
灘

　
鐘
繊
羅
懸
叢
肇

　
難
蕪
　
難
團
糠
｝
灘
．
・
『

・
麟
灘
糞
饗
鑛
鍵

　
　
継
．
｝
翻
辮
灘
國

籔
講
．
羅
繊
灘
　
心
癒
．

　
　
　
　
　
…
塾
蕪

　
　
　
　
　
、
、
霊
繊
．

鑛
雛
灘
．
騨
　
心
繊

　
　
　
　
　
　
難
簸

　
　
　
　
”
、
難
羅

欝
灘
灘
難
難
．
、
．
心
盤

　
　
　
　
　
』
鑑
灘

　
　
　
　
　
　
懇
羅

謬
纐
瞬
叢

．
灘
灘
慈
㎜

・
．
齋
難
．
嚢
．
講

諜
繕
欝
叢
、

撚
　
難
義

獲
藤
・
『
難
爽
、
．

灘
馨
欝
難
、

繋
籔
鰻
欝

擁
欝
蟹

灘
簿
、
溝
灘
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越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

　
　
　
整
備
構
想
の
ご
紹
介

越
後
妻
有

　
　
　
　
ス
テ
キ
発
見

　
前
回
と
前
々
回
は
、
「
越
後
妻
有
ア
ー

ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」
の
四
つ

の
柱
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
こ
れ
ら
の
事
業
の
中
で
「
越

後
妻
有
ス
テ
キ
発
見
（
仮
称
）
」
に
つ

い
て
、
現
在
、
ど
ん
な
こ
と
が
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
お
伝

え
し
ま
す
。

　
そ
の
前
に
、
お
気
づ
き
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
「
ア
ー

ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」
の
名
称

が
、
『
妻
有
郷
ア
ー
ト
…
』
か
ら
、
『
越

後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構

想
』
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
圏
域

六
市
町
村
を
表
す
名
称
と
し
て
、
ま

た
全
国
へ
発
信
す
る
た
め
の
ア
ピ
ー

ル
性
を
考
え
て
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
「
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が

た
里
創
プ
ラ
ン
」
の
事
業
に
地
域
名

が
つ
く
場
合
に
は
、
『
越
後
妻
有
…
』

と
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
「
越
後
妻
有
ス
テ
キ

発
見
（
仮
称
）
」
で
は
、
平
成
十
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
の
準
備
と

し
て
、
六
市
町
村
か
ら
公
募
し
て
お

（
仮
称
）

集
ま
り
い
た
だ
い
た
三
十
三
名
の
住

民
代
表
の
方
々
と
、
市
町
村
の
行
政

か
ら
十
八
名
の
計
五
十
一
名
に
よ
り
、

「
越
後
妻
有
ス
テ
キ
発
見
（
仮
称
）
」
を

成
功
さ
せ
る
た
め
の
企
画
づ
く
り
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
検
討
方
法
は
、
集
ま
っ
て
会

議
を
す
る
と
い
う
の
で
な
く
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
参
加
者
全
員
で

い
ろ
い
ろ
な
作
業
を
し
な
が
ら
計
画

し
て
い
く
と
い
う
手
法
で
行
っ
て
い

ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
部
で

四
回
を
計
画
し
、
一
回
目
は
一
月
二

十
二
日
に
、
そ
の
後
、
二
月
十
六
日

と
三
月
二
日
に
計
三
回
行
わ
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
平
日
の
夜
、
仕
事
が

終
わ
っ
て
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
一
回
目
は
、
「
村
入
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
行
い
ま
し
た
。
全
員

で
「
ス
テ
キ
発
見
村
」
入
り
の
証
し

と
し
て
、
信
濃
川
の
土
で
大
洋
紙
に

手
形
を
押
し
て
仲
間
入
り
を
し
、
今

後
の
意
気
込
み
を
見
せ
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
ア
ー
ト
ミ
ニ
講
座
（
ス
ラ

イ
ド
に
よ
る
事
例
紹
介
）
や
グ
ル
ー

プ
に
別
れ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ゲ
ー
ム

（
相
手
に
取
材
し
て
内
容
を
書
き
取
る
）

な
ど
を
行
い
、
ス
テ
キ
発
見
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
第
二
回
目
は
「
自
分
で
見
つ
け
た

ス
テ
キ
発
見
」
の
発
表
会
や
ア
ー
ト

ミ
ニ
講
座
、
そ
し
て
「
越
後
妻
有
か

ら
の
ご
ほ
う
び
」
と
題
し
て
「
ス
テ

キ
発
見
」
に
圏
域
の
内
外
か
ら
参
加

さ
れ
た
方
に
、
ど
ん
な
ご
褒
美
（
賞

品
）
を
提
供
で
き
る
か
検
討
し
ま
し

た
。　

三
回
目
以
降
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
る
企
画
の
内
容
を
検
討
。

　
な
お
、
最
終
回
は
三
月
下
旬
に
予

定
の
『
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
を

行
い
、
一
般
の
方
々
か
ら
も
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
り
、
お
話
を
聞
い
て

い
た
だ
こ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
「
私
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
て
み
た
い
」
と
思
わ
れ
て
い

る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
。
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

　
盈
〇
二
五
七
－
五
七
－
二
六
三
七

ま
た
は
、
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

　
奮
〇
二
五
五
九
－
七
ー
ニ
ニ
ニ
O

高橋八十八

キ
ツ
ネ
の
カ
ミ
ソ
リ

　
暑
い
夏
が
終
わ
り
に
近
づ
い
た
こ

ろ
か
ら
秋
の
気
配
が
漂
う
あ
た
り
の

こ
ろ
に
か
け
て
、
草
薮
の
中
に
ひ
っ

そ
り
と
薄
紫
色
の
花
が
咲
い
て
い
る

の
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
は
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
の
多
年

草
で
キ
ツ
ネ
の
カ
ミ
ソ
リ
と
い
い
ま

す
。
葉
の
形
か
ら
『
狐
の
剃
刀
』
を

連
想
し
た
の
で
し
ょ
う
が
、
あ
ま
り

ぴ
っ
た
り
き
ま
せ
ん
ね
。
で
も
な
ん

か
狐
に
関
係
す
る
よ
う
な
ム
ー
ド
は

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
方
言
名
で
は
ハ
ミ
ズ
ハ
ナ
ミ
ズ
と

い
う
人
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
植
物
の

仲
間
で
は
ヒ
ガ
ン
バ

ナ
（
マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ

ゲ
）
や
ナ
ツ
ズ
イ
セ

ン
も
そ
う
で
す
が
、

春
は
葉
が
出
ま
す
。

し
か
し
、
花
が
咲
く

こ
ろ
に
は
葉
は
枯
れ

て
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
で
「
葉
は
花
を
見
な

い
し
、
花
は
葉
を
見
な
い
」
と
い
う

わ
け
で
『
葉
見
ず
花
見
ず
』
と
呼
ば

れ
る
の
で
す
．

　
こ
れ
ら
の
仲
間
は
球
根
で
冬
を
越

し
ま
す
が
、
こ
の
球
根
は
有
毒
で
食

べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
毒
を

抜
く
方
法
を
施
せ
ば
食
用
に
な
り
、

飢
饅
の
時
に
は
こ
の
球
根
を
掘
っ
て

食
べ
て
命
を
つ
な
い
だ
と
い
う
話
で

す
。
そ
ん
な
飢
餓
の
時
代
に
な
ら
な

い
よ
う
に
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　
民
間
療
法
と
し
て
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

の
仲
間
の
球
根
を
す
り
潰
し
て
和
紙

に
塗
り
、
腫
れ
物
な
ど
の
患
部
に
貼

る
と
効
果
が
あ
る
と
か
、
婦
人
病
に

は
た
た
い
て
潰
し
た
の
を
袋
に
入
れ
’

て
腰
湯
に
す
る
と
か
、
い
ろ
ん
な
方

法
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が

現
代
に
は
通
用
し
な
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
花
も
気
味
が
悪
い
と
思
わ
ず

に
、
よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、
な
か

な
か
美
し
く
俳
句
に
で
も
な
り
そ
う

な
感
じ
が
す
る
も
の
で
す
。

　
葉
を
見
ず
に
狐
の
剃
刀
薮
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
米
華
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早
稲
田
大
学
　
学
生
・
留
学
生
に
よ
る

〈
か
ん
じ
き
は
む
つ
か
し
い

早
稲
田
大
学
雪
ほ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
撰
雄
・
嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
．

二
月
七
日
～
十
二
日
　
蒲
生
・
松
代
で

　
二
月
七
日
、
早
稲
田
大
学
の
学
生

た
ち
か
ほ
く
ほ
く
線
を
利
用
し
て
、

松
代
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
イ
ン
ド
や
中
国
か
ら
の

留
学
生
三
人
を
含
む
早
稲
田
大
学
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
二
十

三
人
で
、
早
稲
田
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
蒲
生
）
に
宿
泊
。
雪
掘
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
目
的
の
ツ
ア
ー
で
す
。

　
二
月
八
日
は
蒲
生
集
落
、
ま
た
、

十
一
日
は
松
代
集
落
で
独
り
暮
ら
し

く
屋
根
の
上
は
良
か
っ
た
…
…
。

　
降
ろ
し
た
雪
は
重
い
、
辛
い
。

の
老
人
世
帯
な
ど
の
除
雪
の
手
伝
い

を
楽
し
そ
う
に
行
い
ま
し
た
。
町
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
三
十
六
人
、
そ

の
指
導
を
受
け
、
か
ん
じ
き
の
履
き

方
や
ス
ノ
ッ
パ
ー
の
使
い
方
な
ど
を

学
び
、
元
気
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
快
く
受
け
入
れ

て
い
た
だ
い
た
家
庭
で
も
「
若
人
の

声
が
屋
根
の
上
に
響
き
わ
た
る
の
は

久
し
ぶ
り
、
活
気
が
よ
み
が
え
り
ま

す
」
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
雪
掘
り
の
な
い
日
は
、
地
域
と
の

交
流
会
や
ス
キ
ー
、
か
ま
く
ら
、
雪

合
戦
な
ど
を
楽
し
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
の
後
は
芝
峠
温
泉
で
疲
れ
を

と
る
な
ど
、
十
二
日
ま
で
の
五
泊
六

日
、
東
京
の
学
生
生
活
で
は
味
わ
え

な
い
町
の
生
活
の
一
面
を
感
じ
と
っ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取

り
組
み
は
、
新
聞
紙
上
や
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
な
ど
で
報
道
さ
れ
、
県
下
に
・

大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　
次
に
、
参
加
者
か
ら
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ

　　嘆

や鐸

　
　
㌔
爾
、
、

　
　
　
そ
も

れ
た
㊧
征
矢
浩
幸
さ
ん
（
幹
事
、
社

会
科
学
部
三
年
）
と
＠
久
保
田
志
乃

さ
ん
（
副
幹
事
、
法
学
部
一
年
）
の

紙
上
討
論
の
様
子
で
す
。

㊧
　
五
か
月
間
準
備
し
て
き
た
松
代

雪
掘
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
終
わ
っ
た

け
ど
、
行
っ
て
み
て
ど
う
だ
っ
た
？

②
　
松
代
の
人
た
ち
に
、
あ
れ
ほ
ど

歓
迎
さ
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

い
ろ
ん
な
方
と
会
え
た
り
お
話
で
き

た
り
、
し
か
も
町
の
人
た
ち
み
ん
な

が
元
気
だ
っ
た
よ
ね
。
こ
っ
ち
ま
で

元
気
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

⑮
　
そ
れ
に
し
て
も
、
．
さ
す
が
町
の

人
た
ち
は
雪
掘
り
が
上
手
だ
っ
た
な

あ
。
学
生
は
パ
ワ
ー
は
あ
る
の
だ
け

ど
ね
え
…
、
と
か
言
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
で
は
、
ど
っ
ち
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
わ
か
ら
ん
…
。

⑳
　
だ
か
ら
こ
そ
来
年
も
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
。

㊧
■
そ
の
通
り
！
　
来
年
は
志
乃
た

ち
の
番
だ
。
今
年
の
経
験
を
踏
ま
え

て
。の

）
し
っ
か
り
や
ら
な
く
ち
ゃ
。

　
　
革

構
改

機

六
課
〇
五
一
課
体
制
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
町
課
設
置
条
例
の
改
正

　
二
月
二
十
四
日
に
開
か
れ
た
臨
時

町
議
会
で
、
松
代
町
課
設
置
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
会
館
に
事
務
所
を
置
く

振
興
課
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

企
画
財
政
課
の
名
称
も
「
企
画
振
興

課
」
と
な
り
、
振
興
課
と
企
画
部
門

の
事
務
を
担
当
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で

の
税
務
部
門
は
出
納
税
務
室
に
、
財

政
部
門
は
総
務
課
に
移
り
ま
す
。

　
役
場
庁
舎
の
三
階
事
務
室
に
は
、

企
画
振
興
課
、
農
林
課
、
建
設
課
と

議
会
事
務
局
が
配
置
さ
れ
、
二
階
は

総
務
課
、
住
民
課
、
出
納
税
務
室
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
総
合
体
育
館
の
事
務
職
員

は
、
日
常
的
に
は
総
合
セ
ン
タ
ー
に

配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
事
務
書
類
や
机
の
移
動
で
、
年
度

末
に
は
若
干
の
混
乱
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
ご
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
よ
う
努
力
し
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ほ
く
ほ
く
線
一
周
年
記
念

　
　
松
代
町
の
日
は

　
　
ほ
く
ほ
く
線
「
駅
ま
つ
り
』
で

　
ほ
く
ほ
く
線
発
祥
の
地
「
ま
つ
だ

い
駅
」
で
三
月
二
十
一
日
～
二
十
二

日
に
行
わ
れ
る
「
ほ
く
ほ
く
線
駅
ま

つ
り
」
の
出
店
者
や
出
店
内
容
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
会
館
一
階
常
春
通
に
は

松
代
・
松
之
山
の
銘
品
店
が
並
び
ま

す
。
松
代
か
ら
は
、
『
海
老
か
た
っ
こ

の
会
』
や
『
杉
の
子
グ
ル
ー
プ
』
（
蓬

平
）
に
よ
る
特
産
品
販
売
が
、
ま
た
、

『
工
房
は
ま
』
に
よ
る
キ
ル
ト
製
品
の

販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も

事
務
局
に
よ
る
「
も
ち
つ
き
大
会
」

か
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
階
雁
木
下
と
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
子
ど
も
広
場
。
商
工
会
青
年
部
に

よ
る
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
ミ
ニ
四

駆
大
会
、
保
育
園
児
の
絵
も
展
示
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
名
物
市
と
し
て
、

㈲
瀬
沼
そ
ば
さ
ん
、
ま
つ
し
ろ
屋
さ

ん
が
出
店
、
そ
ば
や
大
判
焼
き
な
ど

を
販
売
し
ま
す
。

　
二
階
ホ
ー
ル
で
は
、
両
町
の
雪
割

草
愛
好
会
、
し
ぶ
み
山
草
会
に
よ
る

雪
割
草
の
特
別
展
示
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
家
族
連
れ
で
い
か
が
で
す
か
。
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O

東
京
松
代
会
　
趣
味
の
会
へ
の
お
誘
い

　
　
　
　
東
京
松
代
会
で
は
、
会
員
の
特
技
や
趣
味
を
活
か
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
た

め
、
五
つ
の
「
趣
味
の
会
」
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
十
年
度
も
各
趣
味
の
会
で
は
趣
向
を
凝
ら
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
未
会
員
の
方
も
お
好
き
な
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
各
会
と
も
、
あ
な
た
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
の
会

■
四
月
上
旬
　
多
摩
湖
、
狭
山
湖
の

　
周
辺
を
お
花
見
を
か
ね
て
散
策

■
秋
　
紅
葉
の
山
歩
き
を
計
画
中

　
暦
〇
四
二
三
－
二
三
－
三
二
一
六

　
　
　
　
　
　
　
幹
事
　
鈴
木
茂
雄

観
劇
の
会

■
新
派
　
四
月
十
九
日
㈲
十
二
時
～

・
演
目
　
湯
島
詣

　
み
ど
こ
ろ
　
泉
鏡
花
原
作
、
華
族

　
　
　
　
　
の
青
年
と
芸
者
の
純
粋

　
　
　
　
　
悲
哀
の
恋
物
語
。

・
演
目
　
重
ね
扇

　
み
ど
こ
ろ
　
川
口
松
太
郎
原
作

　
　
　
　
　
　
大
正
時
代
の
東
京
と

　
　
　
　
　
千
葉
浦
安
を
舞
台
に
芸

　
　
　
　
　
者
の
美
し
い
恋
の
話
。

・
主
な
出
演
者

　
　
水
谷
八
重
子
　
　
波
野
久
里
子

　
　
中
村
橋
之
助
　
　
安
井
　
昌
二

・
料
金
　
五
千
五
百
円
（
一
等
B
）

■
歌
舞
伎
入
門
　
六
月
二
十
一
日
㈲

　
　
　
二
時
三
〇
分
～
四
時
四
〇
分

　
　
　
　
あ
し
や
ど
う
ま
ん
お
お
う
ち
か
が
み

・
演
目
　
芦
屋
道
満
大
内
鑑

　
　
　
　
　
（
葛
の
葉
）
解
説
付
き

　
み
ど
こ
ろ
　
　
「
恋
し
く
ば
尋
ね
来

　
　
　
　
　
て
み
よ
和
泉
な
る
信
田

　
　
　
　
　
の
森
の
恨
み
葛
の
葉
」

　
　
　
　
　
の
一
首
を
残
し
て
去
っ

　
　
　
　
　
た
妻
。
実
は
人
間
に
命

　
　
　
　
　
を
救
わ
れ
た
狐
が
そ
の

　
　
　
　
　
恩
返
し
に
妻
と
な
り
子

　
　
　
　
　
を
産
み
育
て
…
…
。

・
主
な
出
演
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
じ
や
く

　
　
中
村
　
福
助
　
　
中
村
　
翫
雀

・
料
金
　
三
千
二
百
円
（
一
等
）

■
歌
舞
伎
　
十
月
十
八
日
㈹

　
　
　
　
　
十
二
時
～
四
時
三
〇
分

・
演
目
、
出
演
者
と
も
選
定
中

・
料
金
　
五
千
五
百
円
（
一
等
B
）

■
文
楽
入
門
　
十
二
月
十
二
日
出

　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
～

　
　
　
　
け
い
せ
い
こ
い
び
き
や
く

・
演
目
　
傾
城
恋
飛
脚

　
　
　
（
新
口
村
の
段
）
解
説
付
き

　
み
ど
こ
ろ
　
公
金
横
領
、
逃
亡
事

　
　
　
　
　
件
を
扱
っ
た
近
松
門
左

　
　
　
　
　
衛
門
の
名
作
「
冥
土
の

　
　
　
　
　
飛
脚
」
。
遊
女
の
梅
川
に

　
　
　
　
　
通
い
つ
め
た
忠
兵
衛
が

　
　
　
　
　
遂
に
公
金
横
領
。
彼
女

　
　
　
　
　
を
連
れ
て
雪
の
故
郷
へ

　
　
　
　
　
駆
け
落
ち
て
…
…
。

・
主
な
出
演
者

　
　
豊
竹
嶋
大
夫
　
　
豊
竹
呂
大
夫

　
　
吉
田
　
玉
男
　
　
吉
田
　
蓑
助

・
料
金
　
三
千
二
百
円
（
一
等
）

◆
会
場
は
い
ず
れ
も

　
　
国
立
劇
場
（
千
代
田
区
隼
町
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
智
〇
三
－
三
九
九
九
…
三
〇
〇
一

…引
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
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〆墨鍍東京

だより

　
　
　
世
話
人
　
　
　
市
川
　
昭
二

　
姪
〇
四
七
三
－
六
一
－
五
七
五
五

　
　
　
世
話
人
代
行
　
井
上
　
市
郎

カ
ラ
オ
ケ
道
場

■
六
月
　
　
予
選
会
　
会
場
未
定

■
十
一
月
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

　
・
会
場
　
関
谷
孝
邸
　
大
ホ
ー
ル

　
・
審
査
委
員
長

　
　
　
コ
ロ
ン
ビ
ア
　
忍
沢
先
生

　
・
昨
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　
「
海
峡
わ
か
れ
雨
」
を
歌
わ
れ
た

　
　
　
関
谷
ナ
ミ
エ
さ
ん
（
千
年
）

　
盈
〇
四
五
ー
五
〇
一
－
五
九
八
四

　
　
　
　
　
　
会
長
　
片
山
　
徳
重

釣
り
ク
ラ
ブ

■
四
月
十
九
日
㈹
　
相
模
湾
大
ア
ジ

　
　
相
模
湾
　
船
の
ヘ
サ
キ
に

　
　
　
　
富
士
の
山
　
柳
　
　
浩
作

■
五
月
十
日
㈲
　
白
浜
沖
　
イ
サ
キ

　
　
白
浜
の
　
イ
サ
キ
竿
先

　
　
五
月
晴
れ
関
谷
弦
竿
作

■
九
月
二
十
日
⑲
　
東
京
湾
　
ハ
ゼ

　
　
天
プ
ラ
に
　
　
酒
と
カ
ラ
オ
ケ

　
　
ハ
ゼ
屋
形
宮
澤
長
三
作

■
十
月
十
一
日
㈹
　
外
房
　
鯛
五
目

　
　
竿
先
に
　
鯛
が
当
た
り
し

　
　
ベ
ニ
葉
色
佐
藤
嘉
夫
作

費
〇
四
八
九
ー
四
三
i
七
三
七
六

　
　
　
　
　
　
会
長
　
関
谷
　
　
孝

ゴ
ル
フ
の
会

■
六
月
と
十
月
　
松
高
会
主
催
の

　
　
　
　
　
　
コ
ン
ペ
に
特
別
参
加

・
六
月
　
埼
玉
県
こ
だ
ま
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
ク
ラ
ブ
（
林
間
コ
ー
ス
）

・
十
月
　
上
越
国
際
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
　
　
ク
ラ
ブ
（
丘
陵
コ
ー
ス
）

■
八
月
頃
　
東
京
松
代
会
独
自
の

　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ペ
を
計
画
中

　
奮
〇
四
九
二
－
四
三
1
0
九
八
一

　
　
　
　
　
　
会
長
　
鈴
木
彦
平

i2／14　第1回広報委員会ヨ

i　於呑寄宝亭（17：00～20：00）
ヨ

i2／17　第1回役員会
…

1　　　　　　　　　　　県人会館
ヨ

i　　　　國①平成9年度決算
ミ

i　　　　　②平成10年度予算案
ヨ

i　　　　③冬の陣打ち合わせ
ミ

i3／7～8　越後まつだい冬の陣
ミ

i　　　　　　　　　　　　　参加
i
l4／14　第2回企画委員会
ヨ

i　　　　　　　　　　　県人会館
ヨ

i　　　　園①会費納入状況報告
ミ

1　　　　　②事業委員会報告
り

i《つどい》
ヨ

i2／22　伊沢会　於吉池7F
モ

13／15　東京浦川原会
…

1　　　　　　　　　　第8回総会
き

i3／29　東京安塚会第10回総会
ヨ

i　　　　　　於上野・精養軒
旨

i4／5　下山会　於蘭生会館
ヨ

i　　圖宮澤長三奮0482－85－4528
i
l4／19　東京奴奈川会総会
モ

：　　　　　　　　　　　　懇親会
ヨ

i於千日谷会堂（11：30～15：00）
ヨ

i5／13　山平会総会・懇親会
…
1　　　於池袋かんぽプラザ東京
…
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ヌ
　
　
　
ロ
　
　
　
リ
ゆ
コ
ジ

響端

麗
…
撒
、
葬
糧
、

　
　
蒲
　
生
　
句
　
会

雪
下
ろ
し
戸
の
開
け
閉
め
の
軽
き
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

地
ざ
く
ら
を
日
差
し
へ
そ
っ
と
置
い

て
や
る
　
　
　
　
　
　
　
折
人

　
　
　
ち
　
ご
　
　
ま
つ
げ

風
花
や
稚
児
の
暁
毛
の
溶
け
る
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爽
　
風

萱
屋
根
に
餌
を
つ
い
ば
む
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

村
の
こ
と
知
っ
た
か
振
り
の
寒
鴉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

日
和
得
て
村
は
総
出
の
雪
卸
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

帰
り
来
て
足
袋
を
履
き
替
え
落
ち
着

け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

　
　
　
つ
ら
ら

軒
毎
に
氷
柱
太
ら
せ
峡
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

春
一
番
雪
一
尺
が
し
た
だ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

　
　
　
　
　
あ
ず
き
ご
う
せ
ん

ね
っ
と
り
と
小
豆
香
煎
雪
催
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
邑
　
　
釜
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
立
目
　
　
山

　
　
し
ぶ
み
句
会

雪
の
道
こ
け
て
あ
た
り
を
み
ま
は
し

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

太
柱
真
中
に
し
て
ど
ん
ど
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

炉
語
り
に
刻
を
忘
れ
し
句
宿
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

夜
の
し
じ
ま
破
り
て
屋
根
の
雪
し
づ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

追
灘
豆
テ
レ
ビ
の
後
に
も
あ
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

今
年
又
夫
婦
ば
か
り
の
鬼
や
ら
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

よ
べ
の
雪
窓
張
り
つ
き
し
ま
ま
に
有

り
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

ス
ト
ー
ブ
を
背
に
腰
痛
を
な
だ
め
を

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

畦
焼
き
の
煙
の
果
て
の
ち
ぎ
れ
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

娘
の
手
紙
幾
度
の
開
き
冬
ご
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

春
の
空
一
直
線
の
飛
行
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

大
伽
藍
五
丁
の
樋
に
雪
流
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

売
り
上
げ
の
少
な
き
ひ
と
日
虎
落
笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

老
杉
の
枝
折
り
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の
続
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

　
　
短
　
　
　
　
　
歌

し
ば
ら
く
を
板
敷
に
立
ち
花
を
活
く

足
の
底
よ
り
冷
え
ま
さ
り
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
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い

除
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ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
樗
　
　
コ
メ

演
奏
の
指
先
の
ふ
る
え
伝
わ
り
て

聞
き
入
る
我
の
心
も
ふ
る
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

塩
分
を
一
つ
減
ら
す
も
ま
ま
な
ら
ず

　
　
　
　
　
ど
ん

雪
深
き
地
に
鈍
く
さ
く
住
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

頼
り
な
き
冬
日
の
光
り
片
頬
を
照
ら

せ
ば
逆
に
さ
み
し
さ
の
増
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
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2織雛麹9
鰻…難………

園
馨
霧
騨
鐵
メ
篭

駆
　
据
　
蟻

　
　
　
　
　
璽
業
馴
ウ
琶

　
開
花
期
は
八
月
で
、
山
地

の
林
の
付
近
に
生
え
る
。

　
多
年
草
。

　
茎
は
高
さ
四
〇
～
一
〇
〇

独
．
に
も
な
り
、
葉
は
た
が
い

ち
が
い
に
つ
き
卵
形
か
楕
円

形
で
先
が
と
が
っ
て
い
る
。

　
花
は
上
方
に
ま
ば
ら
に
つ

き
、
紫
色
で
つ
り
が
ね
の
よ

う
な
形
を
し
て
い
る
。
花
の

長
さ
は
二
～
三
独
．
、
先
が
広

が
り
、
切
れ
込
み
が
あ
っ
て

先
の
方
が
と
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
辺
で
は
伊
沢
方
面
に

よ
く
見
ら
れ
る
。
当
地
で
は
、

フ
ッ
タ
チ
と
言
い
、
若
葉
の

三
〇
独
．
く
ら
い
ま
で
は
珍
味

な
山
菜
と
し
て
食
さ
れ
る
。

6　5　4　3　2　1

團
　
　
　
　
　
出
題
　
九
段
　
北
村
昌
男

　
●
ヒ
ン
ト
…
金
を
打
つ
の
は
い
つ
で

　
　
し
ょ
う
か
。

　
　
1
0
分
で
一
級
、
6
分
で
三
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
角
金

｝
二
三
四
五
六
七
八
九

飛 欝 銀

正 男

欝

桂

　　　　　　　　oγ吾翠v鐸呈Ω．正
一ε　へ専二『9　曳正一ラ判↓彰三ラ圭
雌o碓聖6ア⊃1ミ剃雲車雛身・4鳶描
⑦集三19・4箪雛三ラ　’畔ゑユ正回
三Z）し製o》！睾（〃箪雛回ラ’正三
ε曳等一ε9身厚回oゑ鉱彰三Z←
：f・、身律9狙畢車雛判雌害〈鍵鶴〉
　　　　　　　　。ψ旱呈圭乙↓峯等
回z　’正回’集三1へ正回1へ準雛
三ラ曳正圓’彰三z〈鶴玉鰍駄巽〉
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E二遷蒲議コ

　郵便・電話で学校と連絡を取

りながら、自宅学習を中心に学

べる通信制高校。学習内容や卒

業資格は、全日制・定時制高校

と区別なく同等です。

《誰でも学ぶことができます》

　年齢を問わず、職業や家事に

携わケ）ながら、また、身体的条

件で全日制・定時制への通学が

困難な人も学習できます。入学

試験はなく、出願書類で審査し

必要に応じて面接します。

《いっでも学べます》

　スクーリング（授業、学校行

事）は年間30日くらいですが、

ほとんど自宅学習が中心。自分

の都合で学習が進められます。

《高校卒業の資格がとれます》

　80単位以上を取得すれば、高

等学校普通科卒業の資格が与え

られます。多くは4年間で卒業

されますが、5年以上在学して

自分にあったやり方で卒業され

る方も少なくありません。また

旧制中学校や普通科を除く高校

を卒業した人、高校を中退した

人も前の学校で修得した単位が

一定の基準で加算されます。

《必要経費は10，000円程度》

　教科書・学習書は就職（アル

バイト含む）している人には無

償給付されます。入学料・授業

料・諸経費などの必要経費は、

年額10，000円程度です。

《お問い合わせ先》

　詳細を知りたい方は、返信用

封筒（120円切手を貼り、宛名を

明記）を同封し、下記へ「入学

案内」を請求してください。

〒943－0837上越市南城町3－3－8

　県立高田南城高等学校通信制

　盈0255－24－0523（教務室）

　暦0255－23－7672（事務室）

　
　
み
　
き
　
お

室
岡
未
来
雄
く
ん

仙
納

　
か
み
お
や
け

転職・退職をしたら

■前の会社を辞めて、

　すぐ次の会社へ就職した場合

　同じ第二号被保険者ですので

届け出は不要ですが、会社の退

職日によっては第一号被保険者

期間が発生することもあります

ので、次をよく読んで注意して

ください。

　＊＊加入期間は月単位＊＊

　被保険者期間は、資格を取得

した月から喪失した月の前月ま

でを何ケ月として計算します。

ここでポイントとなるのは「資

格を喪失した月」というのは、

この資格喪失日を含む月のこと

です。

★3月30日に退職、4月10日に

　次の会社に入社した場合

←2
月

▲
4
／
－
喪
失
日

△
9
田
資
格

▲
9
3
0
退
職
日

　
　
　
　
　
　
間

　
　
　
　
－
騰

　
　
　
　
　
　
被

▲
4
／
1
0
入
社

　資格喪失日を含む月、つまり

ここでは三月が「資格を喪失し

た月」となるので、前の会社の

被保険者期間は二月までで、次

の会社の被保険者期間は四月か

らとなります。間にある三月は

第一号被保険者期間です。

★3月31日に退職、4月10日に

次の会社に入社した場合

　
　
　
　
喪
失
日

▲
4
／
1
資
格

▲
3
／
3
1
退
職
日

　
　
　
　
　
　
　
間

　
　
　
　
　
□
欄

　
　
　
　
　
　
　
被

▲
4
／
1
0
入
社

　
　
　
り
よ
う
す
け

笛
木
　
亮
佑
く
ん

松
代

　
下
町
住
宅

募集！
自衛隊幹部候補生

【一般・技術】

間
験

期
試

付
次

受
一

応募資格

　　　成11年4月1日現在、
　　　22歳以上26歳未満で大

　　　学卒業程度の学力を有

　　　する者。大学院修士課

　　　程終了者（見込み）は

　　　28歳未満の者。
【医科・歯科・薬剤】

受付期間　6月1日～6月26日
一次試験　7月10日㈹

応募資格　日本国籍を有し、平

　　　成11年4月1日現在、
　　　医科及び歯科幹部候補

　　　生については専門の大

　　　学卒（見込み）24歳以

　　　上30歳未満、薬剤幹部

　　　候補生については専門

　　　大学卒（見込み）で22

　　　歳以上26歳未満の者。

　　　　（薬学修士取得者は、

　　　28歳未満）
《お問い合わせは》

　自衛隊新潟地方連絡部高田

　募集事務所　盈0255－23－5519

4月8日～5月15日

6月6日仕）筆記試験

6月7日（日）飛行要員

　　　希望者のみ
日本国籍を有し、平

I－讐一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一薗幽一

　三月までが前の会社の被保険

者期間で、四月からは次の会社

の被保険者期間となります。

■前の会社を辞めてから、

次の就職までの期間、もしく

は就職しない場合

　第・一号被保険者になりますの

で、自分で保険料を納めます。

　なお、変更の届出の際には、

印鑑、年金手帳、退職したこと

が証明できるものが必要です。
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県政モニター募集！

　県では、「開かれた県政」を推

進するために、広く県民の意見、

要望などを寄せていただく県政

モニターを募集します。

【モニターの主な仕事】

①アンケート調査への回答

　年3回、県政についての県が

設定する課題についてめ回答

②県政への提言

　県政への建設的な意見・提言

③交通通信

　交通安全と秩序を図るための

建設的な意見・要望

④モニター会議への出席

【応募資格】

　平成10年4月1日現在、20歳

以上の県民で、福祉や充実や農

林水産業の振興、地域づくり、

環境保全、国際交流等県政の諸

問題に関心のある方。ただし、

次の方は応募できません。

①議会議員・公務員

②県が委嘱した他のモニター

【モニター数】200名

【任期】平成11年3月31日まで

【謝礼】年間　5，800円

【応募方法】はがきに、住所、

　氏名（ふりがな）、年齢、性別、

　職業、電話番号、県政で一番

　関心のある事項、県政に望む

　こと（100字程度）を記入のう

　え申し込んでください。

【募集期問】平成10年3月31日

　　　　　　（当日消印有効）

【問い合わせ・申し込み先】

〒95（ト8570新潟県庁総務部広報広

聴課（住所の記載は不要です）

　　　　　　智025－285－5511

11

新潟地方法務局

十日町支局が新設

　新潟地方法務局十日町出張所

は、平成10年4月に「新潟地方

法務局十日町支局」となります。

　十日町支局の取扱事務は、不

動産登記・商業法人登記、戸籍

国籍、供託、人権擁護などとな
ります。

　事務の取扱などについては、

◆新潟地方法務局総務課

　盈025－222－1561　内線304

◆新潟地方法務局十日町出張所

　盈0257－52－2575

　　　までお尋ねください。

訂正放送制度

　放送は、非常に大きな社会的

影響力を有していることから、

ひとたび真実でない放送によっ

て権利侵害がなされた場合には、

その被害は甚大となります。

　このため、放送法には，訂正

放送制度が設けられています。

　★訂正放送制度の概要★

①真実でない放送によって、名

誉殿損、信用失墜等の権利侵害

を受けた方（被害者）は、その

放送を行った放送局に訂正また

は取り消しの放送を請求するこ

とができます。

　　　　（放送後3ケ月以内）

②放送局は、調査の結果、その

放送が真実でないことが判明し

た場合には、訂正または取り消

しの放送を行います6

※それぞれの放送局には、視

　聴者センター等の視聴者対応

　窓口が設けられています。

※　被害者が放送番組の内容を

　確認することができるように

　するため、放送局は原則とし

　て、放送後3ケ月間、放送番

　組を保存しています。

羅簸難難灘離雛翻業

電話の新設・移転は

申し込み専用ダイヤル

局番なしの

　　　116（無料）
　　　　N　T　T上越営業支店

　平成9年4月1日から、すべ
ての事業場（商業、映画、演劇

業、保健衛生業、接客娯楽業の

事業のうち、従業員が10人未満

の規模の事業場を除きます）に

週40時間労働制が適用され、現

在までに9割近くの事業場で実

施されています。週40時間労働

制を実施することは、従業員の

方にヤル気を生み出し、仕事の

効率もアップ！　などのメリッ

トがたくさんあります。

　また、週40時間労働制の定着

を図るための助成制度もありま

す。詳しくは、十日町労働基準

監督署　〒948－0000十日町市宇都

宮9番地　　　智0257－52－2079

FAXO257－52－3864へ問い合わせを。

　お年寄りの皆様から、生活全

般の参考にしていただくため、

テーマ別にテレホンサービスを

行っています。

■4月1日～4月15日
　生涯学習と高齢者大学

■4月16日～4月30日

　楽しい海外旅行をするために

■5月1日～5月17日
　10年度の国の予算と暮らし

■5月18日～5月31日
　外食利用の注意点

■6月1日～6月15日
　悪徳商法に気をつけて

■6月16日～6月30日

　裁判所の調停とは

■7月1日～7月15日
　アイディア

　　　活かした住まいの改善

■7月16日～7月30日
　現代　お墓事情

■7月31日～8月16日

　夏バテ　食欲のない時の工夫

■8月17日～8月31日

　快適睡眠法

■9月1日～9月15日
　お年寄りの財産管理
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。
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。
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。
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あ
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。
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。
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。
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。

　
追
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と
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い
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。

　男　2，257人　（±0人）

　女2，308人（一5人）
　計4，565人（一5人）
世帯数1，452世帯（一2世帯）

　出生1人　　死亡5人
　転入7人　　転出8人
　　　（10年2月末日現在）

　　人ロの動き

圃
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友
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れ
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。
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と
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で
も
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間
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。
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度
末
の
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、
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ま
に
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の
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車
で
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画
に
で

も
出
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け
て
み
ま
せ
ん
か
。
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》
田
野
倉
み
こ
し
（
昨
年
）

固匿除團回
（1月26日～2月25日）

げんきな良い子に（出生）

　　　さ　や
富澤　紗矢筏・正司・洋子さん

　（女の子・太平・かつえん）

ご冥福を祈ります（死亡）

山岸　マツさん　　　　　86歳

　　　　　（東山・はやし）

秋山ミツイさん　　　　　86歳

　　　　（清水・ごろべえ）

永井フジノさん　　　　　83歳
　　　（室野・ながい工業）

五十嵐イカオさん　　　　83歳

　　　　（竹所・いんきょ）

五十嵐解藏さん　　　　　　73歳

　　　　（会沢・さかなか）

柳　　喜栄さん　　　　　　77歳

　　　　（孟地・あぶらや）

r訂正と
　　　　　　お詫び
　　　　　　　　　　　　　　先月号の出生欄、久保田敦也
　　　　　　くんは、敦哉くんの誤｝）です。

謹んでお詫びします。

　　cこわず
　もと　　もく　あ　み

＊元の木阿弥

　いったんは盛華をきわめたも

のが、元のように苦しい状態に

戻ること。筒井順慶め父親（大

和国郡山城主）が死ぬ時に、順

慶がまだ幼少であ靴）、自分の死

が公表されればお家の一大事に

なると考え、木阿弥という人を

身代わ｝）に仕立てさせた。その

後、順慶が成人し、木阿弥は解

任され元の身分に戻ったことか

ら転じたことば。
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